
静岡県監査委員告示第20号 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第199条第14項の規定により監査の結果に基づいて措置を講じた旨の通

知があったので、次のとおり公表する。 

  平成29年11月14日 

静岡県監査委員  青 木 清 高   

静岡県監査委員  城 塚   浩   

静岡県監査委員  吉 川 雄 二   

静岡県監査委員  佐 野 愛 子   

 

監 査 対 象 機 関 監 査 結 果 報 告 年 月 日                E 

農林技術研究所 茶業研究センター 平成29年７月14日 

【監査の結果】 

１ 監査結果の区分  注意 

２ 件 名      工事における不適切な契約事務及び監督業務 

３ 内 容      潅水資材設置工事において、随意契約執行伺において決裁した設計内容と異な

る仕様で、契約を締結していた。また、施工管理・工程管理に関する監督業務が

適切でなく、当該施工設備の不具合が判明し、その手直し工事のため工期を延長

した。 

 

【措置の内容】 

灌水資材設置工事の請負契約において、随意契約執行伺の決裁時と異なる仕様で契約を締結したこ

と及び特記仕様書に規定した「施工計画書」等の提出を求めず、施工管理等の監督が不十分であった

ものです。 

今後は、会計事務研修の受講等により契約事務手続に関する知識の習得に努めるとともに、会計事

務を進める上で疑義が生じた場合には、直ちに本庁等に確認することを徹底します。 

また、工事の施工管理や工程管理に当たっては、複数の職員によるチェックを徹底し、監督業務の

適切な実施に努めます。 

 

 



 

監 査 対 象 機 関 A監 査 結 果 報 告 年 月 日                E 

農林技術研究所 果樹研究センター 平成29年７月14日 

【監査の結果】 

１ 監査結果の区分  注意 

２ 件 名      会計書類の紛失 

３ 内 容      平成28年度に実施した研究成果発表会の会場使用料に係る支出負担行為伺等の

関係書類一式を紛失した。 

 

【措置の内容】 

再発防止のため、支払手続が完了した会計書類は、速やかに所定の書庫に保管するとともに、編綴

に当たっては複数の職員による確認を徹底します。 

また、編綴後に会計書類が必要となった場合には、原則として綴りから抜き取らずに処理し、やむ

を得ず抜き取る場合は、記録簿を作成して管理を徹底することとします。 

今後は、会計書類の適切な整理、保管を行い、適正な事務の執行に努めます。 

 

 



 

監 査 対 象 機 関 A監 査 結 果 報 告 年 月 日                E 

沼津工業高等学校 平成29年７月14日 

【監査の結果】 

１ 監査結果の区分  指摘 

２ 件 名      旅費の不正受給と自家用車の不適切な使用 

３ 内 容      沼津工業高等学校の教諭は、平成24年度から27年度にかけて合計38回、部活動

に係る出張をした際、公共の交通手段を用いて移動すると届け出ていたにもかか

わらず、実際は自家用車を使用することにより、偽って交通費を不正に受給する

行為を行った。また、その不正受給行為に伴い、自家用車の公務使用に関する要

綱で禁止されているにもかかわらず、生徒を同乗させる等の行為を併せて行っ

た。 

 

【措置の内容】 

本件については、活動に必要となる資材の運搬や交通の便宜を図るため、公共交通機関での出張伺

いのまま自家用車を使用し、旅行命令を変更する場合の事前修正や復命時の修正を怠ったことが原因

です。本人への聞き取りから出張に関するルールへの認識が不十分であることが判明したため、制度

を十分認識し遵守するよう、本人に対して校長より、複数回指導しました。 

また、平成28年８月から次の取組を実施するとともに職員に対する旅費制度の説明の機会を増や

し、再発防止に努めています。 

なお、不正受給額につきましては平成28年12月に全額返済しています。 

１ 全職員に平成28年８月４日職員会議で平成27年８月28日教高第422号「教職員の旅費の不正受給の

防止と綱紀の厳正保持について」の文書配布と併せて、出張及び自家用車の公務使用における留意

点について説明しました。 

２ 職員の意識改革を目的として、平成28年９月から出張復命書に出張方法変更の有無申告欄を設置

し、職員会議でその趣旨を周知しました。 

３ 平成29年２月６日朝の打ち合わせで旅行命令簿の様式変更の説明と併せて、高校教育課人事班よ

りの資料「知らなかったでは済みません。出張書類は適正に！」を用いて、事前申請と異なる出張

をした場合の処理、自家用車出張の事前申請の徹底、生徒同乗の禁止等出張に関するルールを具体

的に説明しました。 

４ 平成29年４月11日新任者オリエンテーションで出張に関する留意点を説明しました。 

５ 職場のリレー研修で旅費不正受給について具体例と共に説明しました。 

６ 平成29年７月職員会議で出張に関する留意点について具体例を挙げ注意喚起しました。 

７ 今後も定期的に旅費制度の説明や研修を実施していく予定です。 

 



 

監 査 対 象 機 関 A監 査 結 果 報 告 年 月 日                E 

吉原高等学校 平成29年７月14日 

【監査の結果】 

１ 監査結果の区分  指摘 

２ 件 名      盗撮事件の発生 

３ 内 容      平成27年７月、吉原高等学校の教諭がプール更衣室にいる女子生徒の姿態を盗

撮する目的で、更衣室のロッカー上に段ボール箱に入れて隠匿した小型カメラを

設置し、生徒に発見される事件が発生した。 

 

【措置の内容】 

事件のあった平成27年７月16日には、警察署に被害届を提出しました。 

全教職員、生徒に対しては平成27年７月21日の臨時の全校集会で、生徒保護者には７月22日の臨時

保護者会で、本件の概要について説明しました。 

また、平成27年８月末までにプール更衣室出入口付近へ防犯灯を設置し、プール更衣室の鍵を取り

替え、鍵の管理を徹底するなど安全対策を強化しました。 

事件を起こしたのが本校の職員であることが発覚し、その処分が発表された翌日、平成28年７月７

日の朝の職員会議で、校長から本件の重要性と綱紀の厳正保持、倫理意識の徹底について訓示すると

ともに、保護者あてに文書で信頼回復と地域の期待にこたえる学校づくりに教職員一丸となって取り

組んでいく決意を伝えました。 

その後も毎月の職員会議で不祥事根絶に向けた校内研修を実施しており、今後も継続的に実施して

いくことで、再発防止に努めてまいります。 

 

 



 

監 査 対 象 機 関 A監 査 結 果 報 告 年 月 日                E 

富士高等学校 平成29年７月14日 

【監査の結果】 

１ 監査結果の区分  注意 

２ 件 名      交通加害事故の発生 

３ 内 容      平成28年度に、通勤途上における交通加害事故が２件発生していた。 

 

【措置の内容】 

１ 改善措置 

・ 当該職員に対しては、事故直後に校長等管理職が面談を行い厳重注意するとともに、事故防止に

ついて丁寧に指導しました。また、日常業務や健康状況についても留意し声かけ等を行いながら、

平成28年10月、平成29年２月及び３月には個別面談を実施し、交通事故防止及び安全運転について

指導を重ねました。 

・ 教職員全体に対しては、職員会議、始業前打合せ、個別面談等の機会をとらえ、管理職から交通

規則遵守及び交通安全意識の高揚について注意喚起をしました。平成28年７月及び12月の長期休業

前の職員会議においては、教職員交通安全ニュースを配布し内容を確認しながら校長訓示を行いま

した。また、平成29年１月末には不祥事根絶に向けて平成29年度の取組を小集団ごとに協議し、そ

の中で交通事故防止について教職員相互に再確認する機会を設けました。 

２ 今後の防止策 

・ 平成29年度当初の職員会議において、校長が教職員に安全運転、防衛運転への意識を一層高め交

通事故ゼロに向けて全力で取り組むことについて訓示し、注意喚起しました。また、監査結果が公

表された直後の始業前打合せと職員会議においても、校長が注意を受けたことを教職員に伝え今後

の交通事故防止及び交通安全について注意喚起しました。 

・ 始業前打合せにおいて管理職が継続的に交通安全に関する情報発信をするとともに、「事故削減

プログラム（安全運転診断パッケージ）」の利用を呼びかけ、交通事故防止及び交通安全意識の啓

発活動を推進していきます。 

・ 不祥事根絶取組の一環として、新たに「交通安全１分間スピーチ」を実施しています。教職員一

人ひとりが交通安全を考え、自らの言葉で交通事故防止について発信する機会を設けることによ

り、更なる交通安全意識の高揚を図り、交通事故ゼロを目指しています。 

 

 



 

監 査 対 象 機 関 A監 査 結 果 報 告 年 月 日                E 

静岡高等学校 平成29年７月14日 

【監査の結果】 

１ 監査結果の区分  指摘 

２ 件 名      指定薬物所持事件の発生 

３ 内 容      静岡高等学校の教諭は、平成28年７月、駐車中の車内及び自宅において、指定

薬物である亜硝酸イソブチルを含有する液体を所持し、逮捕された。 

 

【措置の内容】 

事件判明後、逮捕当日に直ちに生徒及び保護者に対して謝罪及び経緯を説明するとともに、三者面

談や終業式（平成28年７月下旬）において、再発防止とあわせ、当該教諭が担当する授業、クラス運

営等において生徒が不利益を被ることがないよう学校として責任をもって対応することを、口頭や文

書で伝えました。平成28年９月には再度の謝罪と校務分掌の変更等について文書にて伝えました。 

職員に対しては、不祥事根絶に関する研修会の開催（平成28年７月、９月、平成29年１月）、学校

薬剤師や警察官による薬物乱用防止に関する薬学講座の開催（平成28年12月）、その他職員会議や職

員面談等の機会を利用して、繰り返し注意喚起を行っています。 

 

 



 

監 査 対 象 機 関 A監 査 結 果 報 告 年 月 日                E 

浜松湖南高等学校 平成29年７月14日 

【監査の結果】 

１ 監査結果の区分  注意 

２ 件 名      交通加害事故の発生 

３ 内 容      平成28年度に、通勤途上における交通加害事故が２件発生していた。 

 

【措置の内容】 

事故のあった直後の朝の打合せ時に、校長が全職員に対して、安全運転の励行を促しました。 

不祥事根絶取組計画を作成し、年間を通して不祥事防止に取り組んでいますが、その中で、平成28

年度については、７月、10月、12月の職員会議において、県教育委員会作成の「教職員交通安全ニュ

ース」等を活用し、交通安全への注意喚起、飲酒運転等の不祥事根絶について研修を行いました。平

成29年度についても、計画に基づいて４月、７月に、県教育委員会からの資料や新聞記事を活用し

て、交通事故、飲酒運転等に関する研修を実施しました。 

上記研修会の他にも夏季休業等の長期休業期間に入る前には、朝の打合せ等により交通安全や運転

時の注意事項について全職員で確認しています。 

また、平成29年度から県教育委員会により導入された「事故削減プログラム（安全運転診断パッケ

ージ）」について、積極的な活用を促しています。 

今後も、定期的な研修の実施、交通事故防止に関する資料を活用した注意喚起等により、交通安全

意識の向上、交通事故の防止について努めていきます。 

 



 

監 査 対 象 機 関 A監 査 結 果 報 告 年 月 日                E 

西部特別支援学校 平成29年７月14日 

【監査の結果】 

１ 監査結果の区分  注意 

２ 件 名      交通加害事故の発生 

３ 内 容      平成26年度から28年度にかけて、３年連続で公務中及び通勤途上における交通

加害事故が発生していた。 

 

【措置の内容】 

それぞれの事故発生後、全教職員対象に朝の打合せ等で事故の概要を伝え注意を促すとともに、交

通安全・飲酒運転のチェックシートによるチェックを実施しました。 

平成28年度に引き続き、民間企業が行っている「セーフティチャレンジラリー150」に28チーム、

84人がエントリーして150日間の無事故を目標に向けて取り組んでいます。また、「夏の交通安全県

民運動」の始まる時期（平成29年６月）に合わせ、保険会社から講師を招き全教職員対象の「職員交

通安全講話」を実施しました。同講話は「教職員が事故を起こした場合の職務上の責任」等をテーマ

に関連する教育委員会規定等を盛り込み、教職員にとってより身近な内容とし、注意喚起をしまし

た。 

継続的な取組として、毎週１回の定時退庁日の退勤時刻に交通安全標語の呼び掛けを行うととも

に、月刊「安全運転管理しずおか」（一般社団法人静岡県安全運転管理協会発行）に掲載されている

「ドライバーのみなさんへ」（安全運転目標等）を月１回掲示板にアップし、交通安全について注意

を促しているところです。併せて、平成29年度から各個人あてに配信されている「事故削減プログラ

ム（安全運転診断パッケージ）」を受講することで交通安全に対する意識付けも行っているところで

す。 

今後ともこれらの取組を実施することにより、交通事故の再発防止に努めてまいります。 

 

 

 


